
 

 

鹿児島県総合教育センター 

平成28年度長期研修研究報告書 

 

 

研 究 主 題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南さつま市立万世小学校 

教 諭  榊  俊 輔 
 

 

自然との関わりを自ら広げる児童を育成する 

理科学習指導の在り方 

－「学びを生かし，実感する」学習活動を重視して－ 



目 次 

 

Ⅰ 研究主題設定の理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

Ⅱ 研究の構想 

 １ 研究のねらい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

 ２ 研究の仮説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

 ３ 研究の計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

Ⅲ 研究の実際 

 １ 研究主題についての基本的な考え方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

(1)  「自然との関わりを自ら広げる児童」とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

(2)  「『学びを生かし，実感する』学習活動」とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

  

２ 児童の実態及び研究の視点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

(1)  実態調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

(2)  実態調査の結果と考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

(3)  研究の視点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

  

３ 自然との関わりを自ら広げる児童を育成する指導の工夫・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

(1)  「学びを生かし，実感する」学習活動の設定【視点１】・・・・・・・・・・・・・・・８ 

(2)  見通し，振り返りの充実を図る工夫【視点２】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

  

４ 検証授業Ⅰの実際と考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

(1)  概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

(2)  授業の実際と考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

(3)  成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

 

５ 検証授業Ⅱの実際と考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

(1)  概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

(2)  授業の実際と考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21 

(3)  成果と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24 

  

６ 児童の変容と考察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

  

２ 今後の課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

 

引用・参考文献 



- 1 - 

Ⅰ 研究主題設定の理由 

小学校理科においては，児童が自然の事物・現象から問題を見いだし，見通しをもって問題を解決

していくことが求められている。また，『小学校学習指導要領解説理科編』には，児童が主体的に問題

解決の活動を行い，その学習の成果を生活との関わりの中で捉え直し，実感を伴った理解ができるよ

うにすることの重要性が述べられている。これらのことから，児童が，実感を伴った理解を通して理

科を学ぶ意義や有用性を感じ，学習に対する意欲を高めていくことが求められていると言える。 

このような視点から本校の実態を捉えると，自然の事物・現象から見いだした問題を解決していく

ために自ら判断し問題解決の能力を発揮していくことが不十分な児童が見られる。また，理科の学習

を通して得た科学的な知識や概念を次の学習活動に生かすことや身の回りの自然の事物・現象を捉え

直すことができているとは言えない状況が見られる。そのため，児童は，理科を学習する意義や有用

性を実感できず，学習意欲や科学への関心が十分に高まらないという状況につながっていると考える。 

このような課題の要因の一つとして，理科の問題解決の過程が形式的なものとなってしまい，教師

主導で学習が進められる場合があったことが挙げられる。そのため，児童は科学的な知識や概念を獲

得しても，これからの学習に生かそうとしたり，実生活の中にある自然の事物・現象を捉え直そうと

したりするまでに至らなかったのではないかと考える。その結果，学んだことを生かして問題解決に

取り組もうとする態度や，学んだことと実生活との関連性を認識して自ら自然との関わりを広げてい

こうとする態度が育たなかったのではないかと考える。 

そこで，本研究では，自然との関わりを自ら広げる児童を育成するために，児童が学びを生かし，

実感することのできる学習指導の在り方について明らかにしたいと考えた。具体的には，まず，習得

した知識・技能を活用して問題を見いだし，解決することを促す学習活動の設定の在り方について明

らかにする。そして，児童が見通しをもって問題解決に取り組んだり，自己の学びを振り返ることに

よって学ぶ意義や有用性を感じたりすることを促す効果的な手立てを明らかにする。このような視点

から研究を進めることで，自然との関わりを自ら広げる児童を育成することができるのでないかと考

え，本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい 

(1)  学習指導要領等を基に，自然との関わりを自ら広げる児童の姿について明らかにする。 

(2) 本校の児童を対象に実態調査を行い，自然との関わりを自ら広げる児童を育成するための指  

導上の課題について明らかにする。 

(3)  習得した知識・技能を活用して問題を見いだし，解決することを促す学習活動の設定の在り方

について明らかにする。 

(4)  児童に見通しをもたせたり，自己の学びを振り返らせたりするための効果的な手立てについて

明らかにする。 

 

２ 研究の仮説 

 

 

 

 

理科学習指導において，習得した知識・技能を活用して問題を見いだし，解決することを促す学

習活動を設定し，見通しをもって解決したり，自己の学びを振り返ったりするための教師の手立て

を工夫すれば，自然との関わりを自ら広げる児童を育成することができるのではないか。 
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３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

 １ 研究主題についての基本的な考え方 

(1) 「自然との関わりを自ら広げる児童」とは 

私たち人間は，様々な自然の恩恵を得て生活しているとともに，その雄大さや不思議さ，巧み

さに心を動かされることが多い。このような自然との関わりを児童が自ら広げていくためには，

自然の事物・現象の性質や働き，規則性を見いだすことのできる資質・能力の育成が必要だと考

える。 

また，『小学校学習指導要領解説理科編』では，「理科の学習指導においては，自然の事物・

現象とのかかわり，科学的なかかわり，生活とのかかわりを重視することにより，問題解決の能

力や自然を愛する心情を育て，実感を伴った理解を図り，科学的な見方や考え方をもつことがで

きるようにする。＊1）」ことが求められている。さらに，自然の事物・現象との関わり，科学的な

関わり，生活との関わりを重視した学習活動として，表１に示すような学習活動の充実が求めら

れている。 

表１ 関わりの視点と学習活動 

関わりの視点 学習活動 

① 自然の事物・現象との

関わり 

 児童が身近な自然を対象として，自らの諸感覚を働かせ体験を通した自然との

関わりの中で，自然に接する関心や意欲を高め，そこから主体的に問題を見いだ

す学習活動 

② 科学的な関わり 
 児童が見通しをもって観察，実験などを行い，自然の事物・現象と科学的に関

わる中で，問題解決の能力や態度を育成する学習活動 

③ 生活との関わり 

 児童が観察，実験などの結果を整理し，考察，表現する活動を行い，学んだこ

とを生活との関わりの中で見直し，自然の事物・現象について実感を伴った理解

を図る学習活動 

 

 
 

基礎研究 

本研究 

まとめ 

社会の要請 

学習指導要領 

児童の実態 

指導上の課題 

研究の成果と今後の課題 

○ 自然との関わりを自ら広げる児童の育成に関する基礎研究 

○ 学んだことを活用する能力や態度に関する実態調査の実施及び分析・考察 

○ 児童が自らの学びを生かし，実感する学習活動の具体化 

○ 検証授業による研究の成果と課題の明確化 

「学びを生かし，実感する」学習活動の設定 

【視点１】 

ア 目的を明確にした学習活動の設定 

イ 理解の確認，定着を図る学習活動の設定 

見通し，振り返りの充実を図る工夫 

【視点２】 

ア 比較，関係付けの対象と観点の明確化 

イ 自己の高まりや改善点への気付きの促進 

研究の視点 

検証授業の実際と考察 

研究主題 

研究の仮説 

*1) 文部科学省『小学校学習指導要領解説理科編』平成 20年，大日本図書 

※ 『小学校学習指導要領解説理科編』p.11を基に作成 
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そこで，本研究における「自然との関わりを自ら

広げる児童」とは，図１に示すような「問題解決の

過程を通して，自然の事物・現象との関わりや科学

的な関わり，生活との関わりを自ら進んでもち，科

学的な見方や考え方をもつことができる児童」で

あると捉えた。また，このような児童の姿の具現化

を目指すために，関わりの視点と問題解決の過程

で育成したい児童の姿を整理した（表２）。 

表２ 関わりの視点と問題解決の過程において目指す児童の姿 

関わりの視点 問題解決の過程 児童の姿 

自然の事物・現象

との関わり 
つかむ 

自然事象への働き掛け  

問題の把握・設定 

 自然の事物・現象に親しむ中で，差異点や共通点に

気付き，問題を見いだすことができる。 

 科学的な関わり 

見通す 
予想や仮説の設定 

検証計画の立案 

 見いだした問題について習得した知識・技能を基

に根拠のある予想や仮説を立て，質的変化や量的変

化，時間的変化に着目して解決の方法を立案するこ

とができる。 

調べる 観察・実験 
 検証計画に基づいて観察，実験を行い，結果を得る

ことができる。 

吟味する 結果の整理・考察 

 結果を予想や仮説と照合し，考察したことを他者

と交流することで，より妥当な考えをもつことがで

きる。 

まとめる 結論の導出 
問題に対する結論を導き出し，根拠を示して説明

することができる。 

振り返る 学習状況の振り返り 
 活動を振り返り，自己の高まりや改善点に気付く

ことができる。 

 生活との関わり 生かす 実生活への適用 
 実生活で見られる自然の事物・現象について，習得

した知識・技能を活用して説明することができる。 

(2) 「『学びを生かし，実感する』学習活動」とは 

理科における問題解決の活動は，次のような過程を経ることによって充実すると考える。まず，

児童が自然の事物・現象との関わりを通して問題を見いだす。次に，問題に対する自分なりの予

想に基づいて観察，実験を行い，そこで得られた結果を基に考察し，結論付けるといった科学的

な関わりの中で知識や技能を習得する。そして，習得した知識・技能は，生活との関わりの中で

活用されることによって見直され，児童は，改めて

それらの価値や有用性に気付くとともに，次の新

たな問題解決に向けて活用が図られる状態へと高

まることが期待できる。 

このようなことから，「『学びを生かし，実感す

る』学習活動」とは，図２に示すように児童が習得

した知識・技能を活用して問題を見いだし，見通し

をもって解決に取り組むとともに，その過程を振

り返り，学んだことの価値や有用性を感じること

のできる学習活動であると捉えた。 

自然の事物・
現象との関わり

科学的な
関わり

生活との
関わり

自然の事物・
現象との関わり

科学的な
関わり

生活との
関わり

科学的な見方や考え方

図１ 自然との関わりを自ら広げる児童の姿 

図２ 「学びを生かし，実感する」学習活動 

問題を見いだす 解決する

習得 活用

有用性価値

実感

自然の事物・
現象との関わり

つかむ

生活との
関わり

生かす

科学的な関わり

吟味する まとめる 振り返る見通す 調べる

なるほど，○
○は，○○とい
うことだったん
だ。

○○は，○○
に役立っている
のだな。
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２ 児童の実態及び研究の視点 

(1)  実態調査の概要 

調査目的 
学んだことを活用する能力や見通しと振り返りに関する意識について児童の実

態を把握し，指導上の課題を明確にする。 

実 施 日 平成28年６月10日（金） 

調査対象 南さつま市立万世小学校 第５学年39人 

調査方法 
○ 平成27年度鹿児島学習定着度調査（一部）及び自作問題の出題による調査 
○ 質問紙（４件法による選択式）による意識調査 

(2)  実態調査の結果と考察 

  ア 調査問題による結果と考察 

調査には，「平成27年度鹿児島学習定着度調査（小学校理科）」で出題された「水の状態変

化」に関する問題（調査１），「電気の働き」に関する自作問題（調査２）及び「植物の発芽

の条件」に関する問題を一部改変した問題（調査３）を用いた。その結果は，表３～５のとお

りであった。 

(ｱ)  調査１「水の状態変化」に関する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 調査１の結果 

選択肢 
回答率

(％) 
主な理由 ※（ ）内の数字は，全体に対する回答率 

ア 0  

イ 35.9 
・ ペットボトル内の水が蒸発して，内部に水滴ができるから。（30.8） 

・ 空気が水蒸気になるから。（5.1） 

ウ 48.7 

正答 ・ まわりの水蒸気がペットボトルの水で冷やされたから。（17.9） 

誤答 

・ 空気中の水蒸気が水滴に変わったから。（7.7） 

・ 中の水が蒸発して水蒸気がまわりに付くから。（5.1） 

・ 水はそのままでも蒸発するから。（2.6） 

・ その他（7.7） 

・ 無答（7.7） 

エ 10.3 
・ 水は熱さなくても蒸発するから。（7.7） 

・ 中の水が蒸発して水蒸気がまわりに付くから。（2.6） 

無答 5.1  

調査１では，正答を選択した児童は48.7％であったが，冷やされたことによって，水蒸気

が水滴に変化したことを説明できた児童は17.9％であった。このことから，知識・技能の習

得が十分でなかったことや習得した知識・技能を活用して，身の回りの現象を説明する力が

不十分であったと考えられる。また，「ペットボトル内の水が蒸発して，内部に水滴ができ

るから。」という理由でイを選択した児童が30.8％であったことから，日常生活に見られる

自然現象を意識的に観察できていないことが考えられる。また，これらの状況から，学んだ

【問題】 

正子さんは，お店でペットボトルに入った冷たい水を買いました。そして，ペット 

ボトルのふたを開けずにつくえの上にしばらく置いておくと，図１のように表面に水 

てきが付いていました。 

 

ペットボトルの表面に付いた水てきは，どこにあったどんなものでしょうか。

次のア～エから最も適当なものを１つ選んで，その記号を下の  に書きましょ

う。また，ペットボトルの表面に水てきが付いた理由も書きましょう。 

 

ア まわりの空気中の湯気        イ ペットボトルの中の水じょう気 

ウ まわりの空気中の水じょう気      エ ペットボトルの中の水 

 

【正答】 

ウ 理由：まわりの水蒸気が，ペットボトルの水に冷やされて水滴になったから。 

図１ 
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ことの価値や有用性を実感できていないこともうかがえる。 

そこで，生活と関わりのある学習活動や習得した知識・技能を活用する学習活動を設定す

るとともに，自己の高まりを実感させる振り返りの工夫が必要である。 

(ｲ)  調査２「電気の働き」に関する問題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ 調査２の結果 

選択肢 
回答率

(％) 
主な理由 ※（ ）内の数字は，全体に対する回答率 

ア 0  

イ 82.0 

正答 

(66.2) 

・ 検流計の値が大きいから。（41.0） 

・ 乾電池を直列につないでいるから。（33.3） 

※重複回答あり 

誤答 

(15.8) 

・ ＋極と－極をつないでいるから。（5.4） 

・ 豆電球が一番明るいから。（2.6） 

・ 乾電池の数が多いから。（2.6） 

・ イは乾電池を並列につないでいるから。（2.6） 

・ 無答（2.6） 

ウ 7.7 
・ 乾電池を直列につないでいるから。（2.6） 

・ 検流計の針が左右にふれていないから。（5.1） 

エ 5.2 
・ 乾電池を並列につないでいるから。（2.6） 

・ 乾電池のつなぎ方が正しいから。（2.6） 

無答 5.1  

調査２の設問でイを選択した児童の内，理由が誤っているものを見ると，乾電池のつなぎ

方と電流の強さとの関係についての理解が十分でないことがうかがえる。また，ウ，エを選

択した児童の理由からは，検流計の読み方や乾電池のつなぎ方についての理解が十分でない

ことがうかがえる。これらのことから，既習内容の理解が十分でないため，変化とその要因

を関係付けて比較することができていないと考える。 

そこで，自然の事物・現象を比較したり，変化とその要因を関係付けたりして捉えさせる

とともに，知識・技能の確実な定着を図る工夫が必要である。 

【問題】 

次の図のような実験をして豆電球の明るさをくらべました。また，検流計を使って回路に流れる電流

の強さと向きも調べました。次の問いに答えましょう。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

ア～エの回路の中で豆電球が最も明るく光ったのはどれでしょうか。適当なものを１つ選んで書きましょう。ま

た，そのように考えた理由も書きましょう。 

 

【正答】 

イ 理由：乾電池２個を直列につないでいるので，流れる電流が一番強いから。 

ア イ ウ エ 
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(ｳ)  調査３「植物の発芽の条件」に関する問題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ 調査３の結果 

設問 
回答率 

(％) 
主な内容 ※（ ）内の数字は，全体に対する回答率 

(1) 

38.4 正答 ・ 調べる条件以外も変えているから。（38.4） 

61.6 誤答 

・ 水や空気を与えないと枯れてしまうから。（20.5） 

・ 空気を与えていないから。（5.1） 

・ 比べる条件に日光や肥料がないから。（5.1） 

・ 種子②の条件を全て与えないにしていないから。（2.6） 

・ 水に沈めて空気に触れさせないようにすることで水を与えてしまうから。(2.6) 

・ 調べる方法を絵で表していないから。（2.6） 

・ 無答（23.1） 

(2) 

33.3 正答 ・ 水○ 空気× 温度○ 

66.7 誤答 

・ 水× 空気○ 温度○（ 7.7） 

・ 水× 空気× 温度○（15.4） 

・ 水○ 空気× 温度×（ 5.1） 

・ 水○ 空気○ 温度×（18.0） 

・ 水× 空気× 温度×（ 5.1） 

・ 水× 空気○ 温度×（ 2.6） 

・ 無答（12.8） 

調査３の設問(1)，(2)の誤答内容から，変化させる要因と変化させない要因とを区別して

調べる方法を十分に理解できていない様子がうかがえる。また，設問(1)，(2)ともに正答し

た児童は，23.1％である。これらのことから，多くの児童は，複数の条件を制御しながら観

察，実験を計画する能力が身に付いていないと考えられる。そこで，何と何を比較すれば変

化とその要因を関係付けて考えることができるのかといった視点で観察，実験を計画させる

ことを通して，変える条件と変えない条件を明確にさせる必要がある。 

【問題】 

太郎さんと正子さんは，植物の種子が発芽する条件についてアサガオを使って調べました。次の問いに答え

ましょう。 

(1) 太郎さんは，植物の種子が発芽するためには水が必要か調べるために，表１のような条件で種子①と種子

②を比べました。しかし，正子さんは表１の方法には問題があると言っています。なぜ，問題なのでしょうか。そ

の理由を   に書きましょう。 

表１ 

調べること 

「水が必要か」 

  
比べるときの条件（○あたえる ×あたえない） 

結果 
水 空気 適当な温度 

種子① ○ ○ ○ 発芽した。 

種子② × × ○ 発芽しなかった。 

 

 

 

 

 

 

(2) 太郎さんは，調べる方法を考え直して，植物の種子が発芽するために空気が必要か調べることにし

ました。このとき，表２の種子④はどのような条件にして，種子③と比べるとよいでしょうか。表２

のア，イ，ウにあてはまる記号をそれぞれ○か×で   に書きましょう。 

表２ 

調べること 

「空気が必要か」 

  
比べるときの条件（○あたえる ×あたえない） 

結果 
水 空気 適当な温度 

種子③ ○ ○ ○  

種子④ ア イ ウ  

【正答】 

(1) 調べる条件以外も変えているから。 

(2) ア○ イ× ウ○ 

 太郎さんは，アサガオの二つの種子を比べているのはいいけれど，この比べ方だと

植物の種子が発芽するために必要な条件が何か分からないよ。 

 調べる方法に問題があったのかな。 
正子 

太郎 
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イ 意識調査による結果と考察 

理科の学習に関する意識調査を行ったと

ころ，特に，次に示す項目から課題を把握

することができた。   

学んだことの価値や有用性に対する意識

について，「㋐ 理科で学習したことは，生

活に役立つ。」の項目では，「あてはまる」，

「どちらかといえばあてはまる」と回答し

た児童が 97.4％であったのに対して，「㋑ 

理科で学習したことをふだんの生活の中で

使えないか考えることがある。」の項目では 71.8％であった（図３）。このことから，児童は学

んだことの価値や有用性に気付いてはいるが，学習したことを生かして実際の生活の中で見ら

れる自然の事物・現象を意識して捉え直すといった経験が十分でないことがうかがえる。そこ

で，生活と関連のある学習活動を設定し，振り返りを充実させることで，学んだことの価値や

有用性を実感させる必要がある。 

問題解決の見通しをもつことについて，

「㋒ 予想を立てるときは，これまでの経験

や学習から理由を考えるようにしている。」

の項目では，「あてはまる」，「どちらかとい

えばあてはまる」と回答した児童は，79.5％

であったのに対して，「㋓ 自分の予想を基

に観察や実験の計画を立てている。」の項目

では 66.7％であった(図４)。このことから，

自らの予想や仮説を検証することを目的として観察，実験の計画を立てられるようにする必要

がある。そこで，予想や仮説の根拠を明確にするために既有の経験を想起させたり，変化の要

因を発想するための情報を収集させたりする手立ての工夫が考えられる。例えば，第５学年「流

水の働き」では，川の流れが曲がるところでは，川岸の外側は侵食され，内側は小石などが堆

積している様子を観察させることで，「川の流れる速さが違うからではないか」といった予想や

仮説が立つ。そして，実際に川の様子を再現して，川岸の外側と内側の流れの速さや土地の様

子を比較するといった具体的な検証計画を立てることで，流れの速さと地形の変化を関係付け

ることができる。 

観察，実験の結果の整理・考察，表現につ

いて，「㋔ 観察や実験の結果から，どのよ

うなことが分かったのか考えている。」の項

目では，「あてはまる」，「どちらかといえば

あてはまる」と回答した児童が 79.5％で

あったのに対して，「㋕ 理科の授業で自分

の考えをまわりの人に説明している。」の項

目では，43.6％であった（図５）。このこと

から，観察，実験の結果の整理・考察の過程において，自分の考えを他者と交流させることで

知識・技能の確実な定着を図る必要があると考える。例えば，第５学年「物の溶け方」では，

物が水に溶ける量には限度があり水の量が増えると溶ける量も増えることを図示するなどし

て交流させ，物の溶け方の規則性についての見方や考え方の定着を図る必要がある。 

図５ 観察，実験の結果の整理・考察，表現について 

43.6 

79.5 

図３ 学んだことの価値や有用性に対する意識について 

71.8 

97.4 

図４ 問題解決の見通しをもつことについて 

66.7 

79.5 
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(3) 研究の視点 

実態調査で得られた指導上の課題を踏まえ，研究の視点を次のように設定した。 

指導上の課題 

・ 既習内容を活用して，実生活で見られる自然の事物・現象を説明することが難しい児童が

見られる。【表３】 

・ 比較，関係付け，条件制御といった問題解決の能力を発揮できていない児童が見られる。 

【表４，表５】 

・ 学習したことは役立つと考えているが，実生活において習得した知識・技能を活用できな

い児童が見られる。【図３】 

・ 自らの予想に基づいて見通しを具体的にもつことが難しい児童が見られる。【図４】 

・ 自分の考えを互いに説明したり，発表したりすることが難しい児童が見られる。【図５】 

 
【視点１】 
「学びを生かし，実感する」学習活動の設定  

【視点２】 
見通し，振り返りの充実を図る工夫 

ア 目的を明確にした学習活動の設定 
イ 理解の確認，定着を図る学習活動の設定 

 
ア 比較，関係付けの対象と観点の明確化 
イ 自己の高まりや改善点への気付きの促進 

 

３ 自然との関わりを自ら広げる児童を育成する指導の工夫 

(1)  「学びを生かし，実感する」学習活動の設定【視点１】 

ア 目的を明確にした学習活動の設定 

児童に学んだことの価値や有用性を感

じさせるためには，習得した知識・技能を

身近な生活場面において活用する機会を

設定することが大切である。その際，単元

等の導入において，学習内容と生活との

関わりを感じさせるように事象提示を行

うとともに, 終末における活動内容を具

体的に児童に把握させることで，自然の

事物・現象との関わりや科学的な関わり

も積極的になるのではないかと考えた。

そこで，第５学年「魚の誕生」において検

証授業を行うに当たっては，単元のねら

いに迫るために，教材の特性及び児童や地域の実態を踏まえ，「野生のメダカを増やそう」と

いう単元全体の目的を明確にした学習活動を設定した。そして，野生のメダカを増やすために，

メダカの雌雄や卵の変化の様子，食べ物となる水中の小さな生物について調べることを計画し

た（図６）。 

このように，児童にとっての活動目的が

明確になるように単元を構成することは，

学ぶ意欲を喚起し，自然との関わりを進ん

で広げる児童の育成につながっていくも

のと考える。 

      イ 理解の確認，定着を図る学習活動の設定 

基礎的・基本的な知識・技能が異なる場

面や状況に活用されるためには，確かな理

解に基づいた定着が図られなければなら

ない。そこで，基礎的・基本的な内容につ

水100ｇに食塩20ｇを全て溶かし，しばらくしてから
食塩水の上半分を取り出しました。

残りの食塩水の重さは何ｇでしょうか。

図７ 「物の溶け方」における課題例 

図６ 「魚の誕生」における学習活動の設定の考え方 

「魚の誕生」における自然との関わりを自ら広げる児童

【教材の特性】
◎ 生命の連続性
・ 卵の中の成長（神秘性）
・ 水中の小さな生物（多様性，
関連性）

【児童の実態】
・ メダカなどの水中の生物に触
れる機会の減少

【地域の実態】
・ 野生のメダカの減少

【目的を明確にした学習活動】
「野生のメダカを増やそう」

メダカの雌雄 メダカの卵の変化 メダカの食べ物

魚の発生や成長に
ついて興味・関心を
もって追究する。

自然の事物・
現象との関わり

魚の発生や成長に
ついて推論しながら
追究する。

科学的な関わり

魚の発生や成長に
ついて生活と関連付
けながら追究する。

生活との関わり
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いては，理解の確認，定着を図る学習活動を設定し，確かな習得を促すことにした。例えば，

第５学年「物の溶け方」において検証授業を行うに当たっては，水溶液の均一性について理解

できているかを確認する問題に取り組ませた（図７）。 

このように，理解の確認，定着を図る学習活動を設定することは，教師にとっては児童の理

解状況に応じた指導に生かすことができるとともに，児童にとっては「学びを生かし，実感す

る」ことにつながるものと考える。 

(2)  見通し，振り返りの充実を図る工夫【視点２】 

   ア 比較，関係付けの対象と観点の明確化 

児童が見通しをもって活動するためには，

児童自らが問題を見いだし，自分の予想に基

づいて解決に取り組むことが大切である。そ

して，何と何を比較したり関係付けたりして

調べればよいのか，また，どこに着目して観

察したり，考えたりすればよいのか明確にさ

せる必要がある。そこで，自然の事物・現象

に関わる中で気付いたことを交流し，互いの

考えの相違点に気付かせるようにした。その

際には，自分の考えを描画させることで自分自身のもつイメージを表出させるようにした。例

えば，第５学年「物の溶け方」においては，まず，食塩が水に溶ける様子を観察させた上で，

溶けた食塩は水の中のどこにあるのかを表現させた。次に，食塩が水全体に広がって存在して

いるという考えがある一方で，ビーカーの底の方に沈んだり，上の方に浮いたりしているとい

う考えがあることを話題にすることで，「溶けた食塩は，水の中のどこに，どのようにして存

在するのだろうか。」と問題意識を焦点化させた。そして，それぞれの予想を検証するために，

ビーカーの上，中，下の部分の食塩水を取り出して水を蒸発させ，析出した食塩の量を比較さ

せた（図８）。 

このように，児童の予想や仮説を基に問題意識を焦点化し，比較の対象と観点を明確にさせ

た上で，具体的な見通しに基づいた観察，実験を行うことが大切であると考える。 

イ 自己の高まりや改善点への気付きの促進 

振り返りの過程を充実させることで，児童

が，学習の成果を感じたり，改善点を見いだ

し修正したりすることができると考える。こ

のように実感することは，次の学習や実生活

において習得したことを活用しようとする

態度へとつながると考える。そこで，児童に

学習の成果を実感させるために，「一枚ポー

トフォリオ」*2)を参考にして振り返りカード

を作成，活用した（図９）。カードには，対

象とする自然の事物・現象について，知って

いることを単元導入時と単元終末時にそれ

ぞれ記入させた。また，学習内容のまとまり

ごとに，学習を通して大切であると感じたことや感想を記入させるとともに，どのようにして

問題を解決したのか，解決方法についても記入させた。このことによって，自己の変容を捉え

やすくするとともに，有効な解決方法についても意識させるようにした。 

図８ 「物の溶け方」における見通しの例 

水の中で見えなくなった食塩は，なくなってし
まったのだろうか。

溶けた食塩は，水の中にあるのだろうか。

溶けた食塩は，水の中のどこに，どのようにし
て存在するのだろうか。

下にある 上にある 全体にあるなくなる

食塩はない 食塩はある

*2) 堀哲夫編著『一枚ポートフォリオ評価 小学校編』2006年，日本標準 

 本単元に入る前の知識 

本単元の終了後の知識 

学習内容のまとまりごとの記入 

図９ 振り返りカード(一部掲載) 
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４ 検証授業Ⅰの実際と考察 

 （平成28年６月22日～７月８日，対象：本校第５学年39人，１学級において実施） 

(1) 概要 

   ア 単元名 「魚の誕生」 

   イ 単元の位置とねらい 

児童は，これまでに昆虫や植物の体のつくりの特徴や育ち方には一定の順序があること，動

物の活動や植物の成長には，季節が関係していることを学習してきている。また，植物の発芽

と成長には，必要な条件があることを調べる活動を通して，生命の連続性や生物と環境との関

わりについての見方や考え方を身に付けつつある。 

そこで，本単元では，魚の発生や成長について興味・関心をもって推論しながら追究する能

力を育てるとともに，それらについての理解を図り，生命を尊重する態度を育て，魚の発生や

成長についての見方や考え方をもつことができるようにすることがねらいである。 

なお，ここでの学習は，植物の結実とその条件，人が母体内で成長して生まれてくることに

ついての学習へと発展していく。 

   ウ 児童の実態と考察（調査人数39人，質問紙法，数値は全体に対する回答率，表６，表８は複

数回答） 

表６から，本学級の児童は，特に，メダカの産

卵や卵の育ち方とメダカの食べ物や養分につい

て興味をもっていることが分かる。そこで，児童

の興味・関心に沿って，魚には雌雄があることや

生まれた卵は日が経つにつれて中の様子が変化

してかえることを捉えさせるために，メダカを

飼育して増やすという目標を設定したい。 

表７から，多くの児童は，卵の中で成魚と同じ

姿のまま成長していくと考えていることが分か

る。そこで，体の形ができる前のメダカの卵を観

察させることで，卵の変化の様子について問題

意識を高め，視点を具体化して観察させたい。 

表８から，多くの児童がメダカは水中の小さ

な生物を食べると考えていることが分かる。そ

こで，メダカが食べているものについて追究す

る活動では，水中に小さな生物がいるのではな

いかという予想を生かして，水中の生物の多様

性に気付かせたり，体のつくりを詳細に観察さ

せたりしたい。 

エ 検証の視点と具体的な手立て 

（ｱ） 「学びを生かし，実感する」学習活動の設定【視点１】 

本単元では，学んだことの価値や有用性を感じさせるために，習得した知識・技能を活用

して地域に生息する野生のメダカを飼育する機会を設定した。その際，魚の発生や成長につ

いての見方や考え方をもたせるために，教材の特性及び児童や地域の実態を踏まえ，単元全

体の目的を明確にした学習活動を設定した。 

ここで扱う教材は，生命の連続性を捉えさせるためにひれの形や腹の膨らみといった体の

形状の違いから雌雄の判断ができることや，直径１㎜程の大きさの受精卵で透明であること

表６ メダカに関する興味・関心 

産卵の仕方や卵の育ち方 49 

食べ物や養分 41 

メダカの体のつくり 21 

メダカの育ち方 18 

雌雄の違い 18 

飼育方法（メダカの生活環境） 13 

メダカの種類 ３ 

 

表８ 魚が成長するための養分 

微生物，苔，草，小さな虫や魚 85 

水 21 

水中の養分 ３ 

親からもらう ３ 

分からない 15 

 

表７ 卵の中のメダカの成長 

成魚と同じ形のメダカが徐々に大きくなる 75 

体の部分が徐々にできてくる 15 

分からない 10 
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から観察しやすいこと，淡水魚で高水温にも強く，水槽内で飼育や繁殖が比較的しやすいこ

とからメダカを取り扱うことにした。また，メダカについて興味・関心をもっているが，飼

育したり，観察したりするといった関わりがこれまであまりなかったという児童の実態や地

域に生息する野生のメダカが減少しているという実態を考慮して，野生のメダカの飼育，観

察に取り組ませることにした。 

そして，「野生のメダカを増やそう」という単元全体の学習活動の目的を設定し，その上

で，雌雄の特徴や卵の変化の様子，食べ物となる水中の小さな生物について調べる計画を立

てさせるようにした。 

(ｲ) 見通し，振り返りの充実を図る工夫【視点２】 

児童が見通しをもって活動するためには，どこに着目して観察したり，考えたりすればよ

いのかについて明確にさせる必要がある。 

そこで，まず，メダカの雌雄を判別させる際には，どこに着目すればよいのかについて明

確にさせた。その際，動くメダカを比べることは難しいと考え，雌雄の図を基に比較させた。

そして，気付いたことを互いに交流することで，それぞれが見付けた雌雄の特徴の差異点や

共通点に気付かせ，雌雄を判別する際の特徴をまとめさせた。 

次に，卵の中が変化する様子を捉えさせるために，どこに着目して観察すればよいのか，

調べたいことについて話し合わせた。今回は，継続的に観察する中で調べたいことが次第に

明確になることを想定し，観点については随時確認させ，必要に応じて加えていくことにし

た。その際，前回の観察記録との比較を通して，何が変化したのかを明確にするように意識

させた。また，観点を明確にし，共有できるようにするために，学級に設けた卵の観察スペー

スに観察のポイントを掲示した。 

そして，自己の高まりや改善点への気付きを促すた

めに，振り返りカードを活用した（図 10）。学習前と

学習後に「メダカについて知っていること」について

記入させ，学習内容のまとまりごとに「学習したこと

で一番大切なことや感想」，「問題を解決するときに

大切なこと」を記入させた。このように 1枚のワーク

シートに記入させることで，以前の学習を振り返った

り，単元を通して学んだことが増えていくことを実感

したりできるようにした。 

オ 単元の評価規準 

自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての
知識・理解 

① 魚の卵の内部の
様子や水中の小さ
な生物の様子に興
味・関心をもち，自
らその変化や成長
を調べようとして
いる。 

② 卵の内部の変化
の様子に生命の神
秘さを感じ，それら
の生命の連続性を
調べようとしてい
る。 

① 魚の発生や成長
について予想や仮
説をもち，条件に着
目して観察を計画
し，表現している。 

② 魚の発生や成長
とその変化に関わ
る時間を関係付け
て考察し，自分の考
えを表現している。 

① 魚を育てたり，魚
の卵の内部の変化
の様子や水中の小
さな生物を顕微鏡
などを操作したり
して，それらを継続
的・計画的に観察し
ている。 

② 魚の卵の内部の
変化の様子や水中
の小さな生物を観
察し，その過程や結
果を記録している。 

① 魚には雌雄があ
り，生まれた卵は日
がたつにつれて中
の様子が変化して
かえることを理解
している。 

② 魚は，水中の小さ
な生物を食べ物に
して生きているこ
とを理解している。 

月 日 【学習前】メダカについて知っていることを書きましょう。

月 日 今日学習した中で一番大切
なことや感想を書きましょう。

問題を解決するとき
に大切なこと

月 日 【学習後】メダカについて知っていることと学習を終えて
の感想を書きましょう。

魚の誕生 ５年 番 名前

月 日 今日学習した中で一番大切
なことや感想を書きましょう。

問題を解決するとき
に大切なこと

月 日 今日学習した中で一番大切
なことや感想を書きましょう。

問題を解決するとき
に大切なこと

月 日 今日学習した中で一番大切
なことや感想を書きましょう。

問題を解決するとき
に大切なこと

図 10 「魚の誕生」の振り返りカード 
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カ 単元の指導計画（全 10時間） 

次 主な学習活動 指導上の留意点，評価計画（※） 

第
１
次 

メ
ダ
カ
の
飼
育
の
仕
方
と
雌
雄
の
特
徴
（
２
時
間
） 

○ 野生のメダカを観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ メダカの雄と雌を自分たちの水槽に移す。 

○ 問題意識をもたせるために，児童にメダ

カを配布し，メダカの様子を観察させる。

また，野生のメダカの数が減ってきている

ことを伝える。     【視点１－ア】 

※ 関心・意欲・態度①（発言・記述分析） 

○ メダカの産卵や飼育の仕方について，問

題意識を焦点化させるために，何が必要か

話し合わせる。 

○ 観点を明確にさせるために，雌雄を比較

させ，ひれの形の違いに注目させる。その

際，雌雄の違いを明確に捉えさせるために，

図を用いて比較させる。 【視点２－ア】 

※ 思考・表現①（記述分析） 

○ メダカの雌雄を飼育するために，既習内

容を活用して，グループのメダカの雌雄を

判別させる。 

※ 知識・理解①（記述分析） 

第
２
次 

メ
ダ
カ
の
発
生
と
成
長
（
４
時
間
） 

○ メダカの受精卵を観察する。 
・ 卵の中にメダカがいない。 
・ 泡のようなものしかない。 
 

 
○ 観点を確認する。 

・ 前回の観察記録と比べて成長の様子を確かめる。 
・ 体のどの部分ができたのか，観察する。 
 
 

 
 
 
 
 
○ 植物の発芽の養分やふ化したメダカの腹の変化を基

に話し合う。 
 ・ 種子のように，卵の中に養分があったのではない

か。 
 ・ ふ化したメダカの腹の大きさが，次第に小さく

なっていることから，腹に養分があったのではない
か。 

○ 問題意識を焦点化するために，体の形が
できていない受精卵の観察をさせる。 

※ 関心・意欲・態度②（発言・記述分析） 

○ 卵の中の変化の様子を捉えさせるため
に，メダカの体の部位のでき方を予想させ
ながら観察させる。その際，前回の観察記
録との比較をさせるための観点を明確にさ
せる。         【視点２－ア】 

※ 思考・表現①（記述分析） 
※ 技能①②（行動観察・記録分析） 
○ 生命を尊重する態度を育成するために，
心臓の動きや血液の流れ，卵の中で動く様
子を観察させる。 

※ 関心・意欲・態度②（発言・記述分析） 

○ 卵の中で成長するときの養分が必要であ
ることを捉えさせるために，ふ化後のメダ
カの腹の膨らみが小さくなっていることや
植物の発芽の養分から推論させる。 

※ 思考・表現①（記述分析） 
○ 時間の経過とともに，卵の中で体ができ
てくることを捉えさせるために，これまで
の観察記録を基に互いに考えを交流させ
る。 

※ 思考・表現②（記述分析） 

第
３
次 

メ
ダ
カ
の
住
ん
で
い
る
環
境
（
４
時
間
） 

○ 池や水田の水路にいるメダカは，何を食べているのか
話し合う。 
 

 
○ 池や川，水田にいる小さな生物を観察する。 
○ 観察したものをメダカに与えて予想の確認をする。 
 
 
 

 
 
 
 

 
○ 学習してきたことを生かしてメダカの住みやすい環

境について考える。 
 ・ 小さな生物を食べさせればよい。 
 ・ 自然の環境に近い水槽にすればよい。 
○ ふ化したメダカのための水槽を作る。 

○ 問題意識をもたせるために，増やしたメ
ダカを生息場所に返したとき何を食べてい
るのか話し合わせる。 

○ 予想や仮説をもたせるために，野生のメ
ダカが水面や水底，水草で食べる物を探し
ている様子を見せる。 

※ 関心・意欲・態度①（発言・記述分析） 

○ 水中の小さな生物を観察させるために，
顕微鏡の操作技能を身に付けさせる。 

※ 技能①②（行動観察・記録分析） 
○ ふ化したメダカを飼育して計画を立てさ

せるために，魚は，水中の小さな生物を食
べて生きていることを想起させる。 

【視点１－イ】 
○ 水中の小さな生物を水槽に移すことがで

きるように，これまでの観察で使ってきた
水や水草などを準備しておく。 

※ 思考・表現②（記述分析） 
 

 メダカの雄と雌は，しりびれやせびれ，腹の形の違い

で見分けることができる。 

メダカの卵は，日が経つにつれて中の様子が変化し，

少しずつメダカの体ができてくる。 

 メダカの雄と雌は，どのようにして見分けることがで

きるのだろうか。 

メダカの卵は，どのように育つのだろうか。 

池や川，水田などの水には，小さな生物が生きてお

り，メダカは，それらを食べて生きている。 

メダカは，水の中の何を食べているのだろうか。 

生まれたばかりのメダカを育てていくための水槽を

準備しよう。 

野生のメダカを増やそう。 

 メダカが卵を産むためには，何を準備すればよいの

だろうか。 

水槽の環境 食べ物 雄と雌 

メダカの子供は，卵の中では育つための養分をどうし

ていたのだろうか。 

メダカの卵の中には養分があり，メダカの子供は，

その養分を使って育っていたと考えられる。 
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(2) 授業の実際と考察 

   ア 第１次 メダカの飼育の仕方と雌雄の特徴（１～２／10） 

過程 主な学習活動 教師の働き掛けと児童の様子 

  【視点１－ア】目的を明確にした学習活動の設定 

自然との関わりを通して，魚の発生や成長について興味・関心をもたせるために，野生のメダカを

観察する活動を設定した。その際，地域に生息するメダカが減ってきていることを伝え，児童に「野

生のメダカを増やそう。」という単元全体の目的をもたせた。そして，雌雄の特徴や卵の変化の様子，

食べ物となる水中の小さな生物について調べる計画を立たせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の目標を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【野生のメダカとの関わりから目的を見いだす場面】 

児童のほとんどが野生のメダカを見たことがないこ

とから，十分に観察させた上で，それらが減ってきてい

ることを伝えた。その際，一人一人が対象とする自然に

関わる機会をつくるために，人数分のメダカを容器に入

れて，グループに渡した。 

S1 野生のメダカを初めて見たよ。 

S2 育ててみたいな。 

S3 どうして減ったのだろう。 

【メダカを飼育するために必要なことを確認する場面】 

S4 金魚を飼うときは，カルキを抜いた水道水を使って

いたから，メダカの水槽も同じようにできないかな。 

S5 水槽には，水草や石を入れようか。 

S6 メダカは，雄と雌を入れないとね。 

Ｔ メダカの雄と雌が必要なのですね。では，どうやっ

て雄と雌を見分けますか。 

S7 この（自分たちのグループの）メダカは，雄と雌の

違いがよく分からないよ。 

【視点２－ア】比較，関係付けの対象と観点の明確化 

児童に比較する観点を明確にもたせるために，メダカの雌雄のイラストを提示し，それを基に雌

雄の特徴を確認させた。その際，どこを比べればよいのか児童に問い掛けることで，比較する観点

を明確にさせた。 

 

 

 

図を基に雌雄を見分ける観点を明確に

する。 

 

 

 

 

 

グループで見付けた雌雄の特徴につい

て，全体で交流して見分け方をまとめる。 
 
 
 
 

グループのメダカの雌雄を確認する。 

学習の振り返りをする。 

【比較する対象と観点を明確にして調べる場面】 

Ｔ 雄と雌の絵を見たときに，どこを比べれば雄と雌を

見分けることができますか。 

S1 ひれの形を比べれば雄と雌の違いが分かりそうで

す。 

Ｔ どのひれを比べれば，いいですか。 

S2 背びれの違いがはっきりしているから見分けると

きに役立ちそうです。 

S3 腹の形も違うようだよ。 

 

〈考察〉 

     野生のメダカとの関わりやメダカの生息状況を伝えることで，児童は，メダカを育てたいと

いう思いをもち，調べることを見通すことができた。また，児童に比較する観点について問い

掛けることで，どの児童も雌雄を判別するための観点をもつことができた。さらに，イラスト

を基に互いの考えの交流を促したことで雌雄を判別するための特徴を見いだすことができた。 

メダカの雄と雌は，どのようにして見

分けることができるのだろうか。 

 

 メダカの雄と雌は，しりびれやせびれ，

腹の形の違いで見分けることができる。 

 
 
 

雄         雌 

つ
か
む 

写真 1 グループに配布したメダカ 

 皆さんは，野生のメダカを見
たことがありますか。鹿児島に
いる野生のメダカは，昔と比べ
て減ってきています。 

メダカが卵を産むには，何を準備すれ
ばよいのだろうか。 

水槽の環境 食べ物 雄と雌 

見
通
す 

吟
味
す
る 

ま
と
め
る 

生
か
す 
調
べ
る 

振
り
返
る 

児童が記入した振り返りカード 

 雄と雌は，どうやって見分けれ
ばよいのかな。 

野生のメダカを増やそう。 
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イ 第２次 メダカの発生と成長（３～６／10） 

過程 主な学習活動 教師の働き掛けと児童の様子 

  【視点２－ア】比較，関係付けの対象と観点の明確化 

 メダカの卵の変化の様子を捉えさせるために，前回の観察記録と比較させることで，どのような

変化が見られたのか明確にさせた。また，卵の観察を通して気付いたことを学級全体で共有させる

ことで，観察する際の視点を明確にするようにした。 

メダカの受精卵を観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観点を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植物の発芽の養分や卵からふ化したメ
ダカの腹の大きさと体の大きさの変化を
基に話し合う。 

 

 

【観察する視点を明確にする場面】 

卵の観察において変化

の様子を捉えさせるため

に，互いの観察記録を比

較させながら，観点を明

確にさせた。また，前回の

観察記録と比べて，どこ

が変化したのかを明確に

させた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【卵の成長についてまとめる場面】 

これまでの観察記録からメダカの卵の成長について

まとめる際，観察できなかった記録を補うために，互い

の記録を交流させたり，補足資料を参考にさせたりし

た。 

〈考察〉 

     観点を明確にさせたことで，児童が卵の中の様子を詳しく見るようになった。また，前後の

観察記録を比較させることで，卵の変化の様子を捉えさせることができた。さらに，卵の成長

に必要な養分については，種子には養分があったことを想起させたり，写真資料を基に，ふ化

後のメダカの腹の大きさと体長との関係に気付かせたりすることで卵の中に養分があるとい

う考えをもたせることができた。 

一方，卵の変化を捉えさせるためには，継続的な観察と正確な記録を残すことが大切だと考

える。そのため，観察記録のかき方と顕微鏡等の操作の指導についても重視する必要があった。 

メダカの卵は，日が経つにつれて中

の様子が変化し，少しずつメダカの体

ができてくる。 

 

メダカの卵は，どのように育つのだ

ろうか。 

メダカの子供は，卵の中では育つた

めの養分をどうしていたのだろうか。 

 

メダカの卵の中には養分があり，メ

ダカの子供は，その養分を使って育っ

ていたと考えられる。 

 

卵の中にメダカがいない。 

泡のようなものしかない。 
つ
か
む 

見
通
す 

吟
味
す
る 

ま
と
め
る 

調
べ
る 

写真８ 補足資料① 

写真５ 観察記録を交流する様子 

写真４ 児童の観察記録 

種子のように，卵の中に養分が
あったのかな。 

卵からかえったメダカの腹の大
きさが，次第に小さくなっている
ね。 

写真９ 補足資料② 

写真６ ふ化1日目 写真７ ふ化２日目 

写真３ 観察のポイント 

写真２ 観察記録を比べる様子 
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ウ 第３次 メダカの住んでいる環境（７～10／10） 

過程 主な学習活動 教師の働き掛けと児童の様子 

  【視点１－イ】理解の確認，定着を図る学習活動の設定 

 メダカは，水中の小さな生物を食べて生きているという動物の成長についての考え方を生かし

て，ふ化したメダカを飼育するための水槽を準備する活動を設定した。 

 【問題を見いだす場面】 

 メダカが水底や壁，水草をつついている様子を動画

視聴させた上で観察させることで，問題意識を焦点化

させるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題を見いだす場面】 

 ふ化したばかりのメダカは，体が小さいため，これま

での市販のエサが食べにくいことや親メダカに食べら

れてしまうことを伝え，新しい水槽を準備させた。 

〈考察〉 

卵からふ化したメダカが成長する上での問題点を教師から示した上で，飼育するためにど

のような環境が適しているのか計画を立てさせたところ，メダカは水中の小さな生物を食べ

ていることを活用して水槽づくりをする姿や水槽の中に小さな生物がいるか顕微鏡を使っ

て確認する姿が見られた。 

(3) 成果と課題 

成 

果 

・ 学習したことを生かす活動を設定したことで，児童が自ら問題を解決しようとする姿

が見られた。 

・ 比較するときに対象と観点を明確にさせたことで，児童が観点に沿って観察，記録を

行い，そのことによってグループでの交流も活性化した。 

・ 振り返りカードを用いたことで，児童が学習の成果を振り返り，自己の変容を実感す

る機会になった。 

課 

題 

・ 学習したことを十分に生かすことができない児童が見られた。解決に必要な知識や観

察，実験の技能を身に付けさせるために，目的意識をもたせることの工夫や定着を図る

工夫が必要である。 

・ グループで議論する際に，自分の考えを説明できない児童が見られた。児童の理解を

確認しながら補充指導を行うための工夫が必要である。 
 

つ
か
む 

見
通
す 

調
べ
る 

水の中にい
たミジンコを
メダカが食べ
たね。 

池や川，水田などの水には，小さな生

物が生きており，メダカは，それらを食

べて生きている。 

メダカは，水の中の何を食べている

のだろうか。 

生まれたばかりのメダカを育ててい

くための水槽を準備しよう。 

ツヅミモやワ
ムシのように，
ミジンコよりも
小さな生物がい
たね。 

ま
と
め
る 
生
か
す 

写真 10 池や川，水田，水槽の水の観察 

写真 12 水中の小さな生物や水草を集めている様子 

吟
味
す
る 

写真 11 メダカの行動を撮影した動画 
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５ 検証授業Ⅱの実際と考察 

 （平成28年10月27日～11月24日，対象：本校第５学年38人，１学級において実施） 

(1) 概要 

   ア 単元名 「物の溶け方」 

   イ 単元の位置とねらい 

児童はこれまでに，物は，形が変わっても重さは変わらないことや体積が同じでも重さは違

うことがあることを比較しながら調べることによって捉えてきている。また，生活においては，

砂糖や清涼飲料水の粉末を溶かして飲み物を作るなどの経験を通して，物が水に溶ける規則性

についての見方や考え方を身に付けつつある。 

そこで，本単元では，物の溶け方について興味・関心をもって追究する活動を通して，物が

水に溶ける規則性について条件を制御して調べる能力を育てるとともに，それらについての理

解を図り，物の溶け方の規則性についての見方や考え方をもつことができるようにすることが

ねらいである。 

なお，ここでの学習は，水溶液には固体や気体が溶けているものがあり，酸性，アルカリ性

及び中性に分けられることや金属を変化させる働きがあることを推論しながら調べ，水溶液の

性質や働きについての見方や考え方を養う学習へと発展していく。 

   ウ 児童の実態と考察（表９～表11 第５学年37人，表12 第６学年28人，質問紙法,数値は各 

学年の全体に対する回答率，表10は複数回答） 

表９から，多くの児童は，水に入れて見えな

くなった食塩は存在していると考えているが，

数名は水に溶けた食塩はなくなると考えてい

る。また，溶けた食塩が存在していると考える

児童であっても，溶けたときの食塩の重さにつ

いては児童によって考えが異なることが分かっ

た。これは，溶けた食塩が目に見えない状態に

なっているためだと考える。これらのことから，

水に溶けた食塩の存在について調べる活動を設

定し，水の中の食塩の存在を確かめる際の方法

として溶かす前後の重さを量ることで，物は溶

けても全体の重さは変わらないことから，実体

として水の中に存在することを捉えさせたいと

考えた。 

表10から，溶けた食塩が水の中に存在するか

どうか調べる方法については，複数の方法を発

想できる児童が見られた。このことから，検証

計画を立てさせる際は，確かめたいことを明確

にさせた上で，より妥当な解決方法を比較，検

討するようにさせる。 

表11から，溶かした直後の水溶液中の食塩

は，下に沈んでいる，あるいは全体に広がって

いると考えている児童が多いことが分かる。ま

た，溶けた後も食塩は移動し，下に沈むと考え

る児童が特に多いことが分かる。水溶液の均一

性に関する理解について，既習学年となる本校

第６学年に同様の調査を実施した結果は，表12

表９ 水に溶けた食塩の存在と重さの考え方 

水の中の食塩の存在 そのときの食塩の重さ 

なくなる ８ 軽くなる ８ 

ある 92 

軽くなる 19 

変わらない 22 

重くなる 51 

 

表 11 水溶液の均一性に関する理解（第５学年） 

溶かした直後の食塩 溶かして１週間後の食塩 

下に存在している 43 

下に存在している 22 

上に存在している 11 

全体に存在している ５ 

存在していない ５ 

上に存在している ８ 
下に存在している ５ 

全体に存在している ３ 

全体に存在している 41 

下に存在している 26 

上に存在している ５ 

全体に存在している ５ 

存在していない ５ 

存在していない ８ 
下に存在している ３ 

上に存在している ５ 

 

表 10 溶かした食塩の存在を確かめる方法 

味 20 

虫眼鏡・解剖顕微鏡・顕微鏡 15 

かき混ぜる 13 

蒸発 13 

冷やす ８ 

網で分ける ５ 

溶かす前後の重さを比較 ５ 

その他 10 

分からない 13 
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のとおりであった。 

第５学年の結果と比較すると，溶かした直後

の食塩は，全体に溶けているという考えをもつ

児童が多いが，溶かして１週間後は，下に存在

するという考え方をする児童が第５学年と同

様に多いことが分かる。これらの結果から，目

で確認することが難しい自然の事物・現象につ

いての定着を図ることは難しいことが分かる。 

そこで，水溶液の均一性について捉えさせる

ために，溶けた食塩がどこに存在するのか調べる活動を設定するとともに，理解の確認と定着

を図るための工夫が必要であると考えた。 

エ 検証の視点と具体的な手立て 

(ｱ)  「学びを生かし，実感する」学習活動の設定【視点１】 

本単元では，知識・技能の定着を図ることで，習得したことを活用して問題を解決できるよ

うにするために，第１次では，溶けた食塩の有無について調べさせた後に，水溶液の均一性と

重さの保存に関する理解の確認，定着を図ることを目的とした問題に取り組ませることで，児

童の理解状況に応じた指導に生かすようにした。また，児童にとっては，「学びを生かし，実

感する」ことにつながると考え，このような問題に取り組む活動を設定した。 

第２次では，水の量と物が水に溶ける限度とを関係付けて捉えさせるために，児童にとって

身近な定員のある乗り物に置き換えて考えさせた。今回は，宿泊学習において全員が体験した

カヌーに置き換えた。具体的には，水の量をカヌーの席の合計，水に溶ける物をカヌーに座る

人数に置き換えて考えさせ，互いに説明させることで飽和の概念の理解の確認と定着を図った。 

第３次では，物が水に溶ける量は水

の温度や量，溶ける物によって違うと

いう性質を利用して，海水から食塩を

取り出し生活の中で利用していること

と，グラフの読み取りが不十分である

という児童の実態を関連させた学習活

動として，食塩やミョウバンの結晶づ

くりを設定した（図 11）。その際，食

塩やミョウバンの溶ける量と水の量，

温度との関係を示したグラフを根拠に

して結晶のつくり方が違うことを考え

させるようにすることで，グラフを読

み取る力の育成を図った。 

(ｲ) 見通し，振り返りの充実を図る工夫【視点２】 

児童が見通しをもって活動するために，問題意識の焦点化を図り，解決への方向性を明確に

する必要がある。 

第１次では，食塩が水に溶ける様子を観察させた上で，溶けた食塩は水の中のどこにあるの

かを図で表現させ，自分の考えを明確にさせた。考えの明確化を図り，自分の考えをグループ，

学級全体で比較させることで，食塩が水の中でどのように存在しているのかを話題にする。そ

して，「溶けた食塩は，水の中のどこに，どのようにして存在するのだろうか。」と問題意識

を焦点化させた。このように問題意識の焦点化を図ることで，食塩を溶かす前後の重さを図っ

表 12 水溶液の均一性に関する理解（第６学年） 

溶かした直後の食塩 溶かして１週間後の食塩 

下に存在している 33 

下に存在している 11 

上に存在している 11 

存在していない 11 

上に存在している 11 下に存在している 11 

全体に存在している 49 

下に存在している 35 

全体に存在している ７ 

存在していない ７ 

存在していない ７ 下に存在している ７ 

 

図 11 「物の溶け方」における学習活動設定の考え方 

「物の溶け方」における自然との関わりを自ら広げる児童

【教材の特性】
◎ 粒子の保存性
・ 物が水に溶ける量の限度
・ 物が水に溶ける量の変化
・ 重さの保存

【児童の実態】
・ 物が水に溶けることについて
の捉え方が不十分

・ グラフの読み取りが不十分

【地域の実態】
・ 吹上浜の海水→食塩の析出

【目的を明確にした学習活動】
「食塩やミョウバンの結晶をつくろう」

物が水に溶ける規則
性について興味・関心
をもって追究する。

自然の事物・
現象との関わり

物が水に溶ける規則
性について条件を制御
しながら追究する。

科学的な関わり

物が水に溶ける規則
性について生活と関連
付けながら追究する。

生活との関わり
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て調べる活動やビーカーの複数の場所から取り出した食塩水を顕微鏡で観察したり，水を蒸発

させ析出した食塩の量を比較させたりする活動から得た結果を基に，水溶液の均一性と重さ保

存についての考え方を捉えさせた。 

第２次では，何も溶かしていない水と事前に食塩を溶かした飽和状態に近い食塩水のそれぞ

れに食塩を入れ，溶けやすさに違いがあることに気付かせ，その理由を話し合わせた。そして，

物が溶ける量には限度があるのではないかという見通しをもたせた。水の量や温度，溶かす物

を変えて溶ける量の変化を調べる際，何と何を比較させるのか明確にさせることで，調べる条

件以外は揃える必要性に気付かせ，実験の計画を立てさせた。 

第３次では，食塩やミョウバンの結晶のつくり方が違うことをワークシートから読み取らせ，

その理由について習得した知識・技能を活用して説

明させた。その際，水の量や温度，溶かす物を変え

たときの溶解量を示したグラフを根拠にして説明

させた。 

また，単元を通して，自己の高まりや改善点への

気付きを促すために，検証授業Ⅰで使用した振り返

りカードを活用した。今回は，物が水に溶ける様子

を観察した後に，「物が水に溶けるとはどのような

ことか」について記入させた。次に，学習内容のま

とまりごとに物の溶け方について「新たに分かった

ことや感想」，「問題を解決するときに大切なこと」

を記入させた。そして，学習後に「物が水に溶ける

とはどのようなことか」について記入させた(図12)。

さらに，裏面に「学習したことを振り返り感想を書

きましょう」，「あなたの何がどのように変わりまし

たか」と尋ねることで自己の高まりや改善点への気

付きを促した（図13）。 

オ 評価規準 

自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての
知識・理解 

①  物を水に溶か
し，物が溶ける量
や水の量と温度を
変えたときの現象
に興味・関心をも
ち，自ら物の溶け
方の規則性を調べ
ようとしている。 

② 物が水に溶ける
ときの規則性を適
用し，身の回りの
現象を見直した
り，新たに見いだ
した問題を解決し
ようとしたりして
いる。 

① 物の溶け方とそ
の要因について予
想や仮説をもち，
条件に着目して実
験を計画し，表現
している。 

②  物が溶ける量
を，水の温度や水
の量と関係付けて
考察し，自分の考
えを表現してい
る。 

① 物の溶け方の違
いを調べる方法を
工夫し，ろ過器具
や加熱器具などを
適切に操作し，安
全で計画的に実験
をしている。 

② 物の溶け方の規
則性を調べ，その
過程や結果を定量
的に記録してい
る。 

① 物が水に溶ける
量には限度がある
ことを理解してい
る。 

② 物が水に溶ける
量は水の量や温度,

溶ける物によって
違うことや，この
性質を利用して溶
けている物を取り
出すことができる
ことを理解してい
る。 

③ 物が水に溶けて
も，水と物とを合
わせた重さは変わ
らないことを理解
している。 

図 13 振り返りカード裏面の内容 

学習したことを振り返り，感想を書きましょう。
【書き方の例】□□って○○だなと思いました。なぜなら，△△だか
らです。

今回の学習を通して，あなたの何がどのように変わりましたか。

図 12 振り返りカード表面の内容 

月 日【学習前】物が水にとけるとは，どのようなことでしょうか。

月 日 これまでの学習で新たに見つ
けた物のとけ方で大切なことと感想を書き
ましょう。

問題を解決するとき
に大切なこと

月 日 【学習後】物が水にとけるとは，どのようなことでしょうか。

物の溶け方 ５年 番 名前

月 日 これまでの学習で新たに見つ
けた物のとけ方で大切なことと感想を書き
ましょう。

問題を解決するとき
に大切なこと

月 日 これまでの学習で新たに見つ
けた物のとけ方で大切なことと感想を書き
ましょう。

問題を解決するとき
に大切なこと

月 日 これまでの学習で新たに見つ
けた物のとけ方で大切なことと感想を書き
ましょう。

問題を解決するとき
に大切なこと
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カ 単元の指導計画（全 17時間） 

次 主な学習活動 指導上の留意点，評価計画（※） 

第
１
次 

物
が
水
に
溶
け
る
と
き
（
５
時
間
） 

○ 水の中に食塩を入れたときの様子を観察する。 
 
  

見えている           見えなくなる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 学習したことを活用して，問題を解く。  
 
 
 
 

○ 食塩が水に溶けるということについての
問題意識をもたせるために，水の中で溶け
る様子を観察させる。 

※ 関心・意欲・態度①（発言・記述分析） 

○ 問題を焦点化するために，水中の食塩が
どのようになっているのか描かせ，他者の
考えと比較させる。    【視点２－ア】 

※ 思考・表現①（記述分析） 
※ 知識・理解③（記述分析） 
※ 技能①（行動観察・記録分析） 
○ 物が水に溶けても無くならないというこ
とを確かめるとともに，その質量は保存さ
れるということを捉えさせるために，溶か
す前後の重さを量らせる。 

○ 溶けた物が小さくなっていることや蒸発
させて出てきた物が食塩であることを確か
めさせるために，顕微鏡で食塩が溶ける様
子と析出する様子を観察させる。  

○ より妥当な考えを導き出すために，それ
ぞれの実験結果を基に，水の中の食塩がど
のように存在しているのか，図と文章でま
とめさせる。 

※ 思考・表現②（記述分析） 
○ 水溶液についての理解を深めるために，
食塩水が減ったときの溶けている食塩の量
を問う問題に取り組ませる。【視点１－イ】 

※ 思考・表現②（記述分析） 

※ 関心・意欲・態度②（発言・記述分析） 

第
２
次 

物
が
水
に
溶
け
る
量
（
６
時
間
） 

○ お茶パックに入れた食塩を水と食塩水にそれぞれ
溶かす。 

                   
 
 
 
 
  溶けやすい           溶けにくい 
 
 
 
○ 食塩とミョウバンを水に溶かして，とける量に限
度があるか調べる。 

 
 
 
 
c 

 
 

 
 
 

 
・ 水の量以外の条件

はそろえないとね。 
・ 水の量が多いとた

くさん溶けるね。 
・ 水の量が違っても，

だんだん溶けなくな
るのは同じだね。 

 
○ 水の量を増やしたときの物の溶け方を表したグラ
フから食塩やミョウバンの溶け方をまとめる。 

 

○ 問題の焦点化を図るために，あらかじめ

食塩を溶かしておいた水溶液には，食塩が

溶けにくいのはなぜか考えさせる。 

○ 水の量を正確に量り取る技能を身に付け

させるために，メスシリンダーの使い方を

ペアで確認させる。 

※ 技能①（行動観察） 

○ 物の溶け方について定量的に捉えさせる

ために，計量スプーンですり切り１杯の量

ずつ溶かしていくことを確認する。その際，

各グループの結果を比較し，実験誤差が出

ることに気付かせる。 

○ 水の量や温度を変えて溶ける量を調べる

ときの基準にするために，水道水の水温を

計っておく。 

○ 水の量と溶ける量の限度の関係をつかま

せるために，複数の水の量で実験をさせる。

その際，基準とする水の量を 50mLとして，

100mLか 150mLの水の量で実験させ，複数の

実験結果を交流させて考察させていく。 

※ 技能①②（行動観察・記録分析） 

※ 知識・理解①②（記述分析） 

※ 思考・表現①②（記述分析） 

○ 物の溶け方について理解を深めさせるた

めに，結果をグラフに整理させ，グラフを基

に水の量を変化させたときの物の溶ける量

や析出する量を考えさせる。 

○ 飽和の概念の定着を図るために，定員の

ある乗り物に置き換えて考えさえる。 

【視点１－イ】 
※ 技能②（記録分析） 

※ 思考・表現②（記述分析） 

重さの 
測定 

溶けた食塩は，水の中のどこに，どのようにして存

在するのだろうか。 

食塩の粒 

物が水に溶ける量には，限りがあるのだろうか。 

水中の食塩 

 溶けた食塩は，目に見えないくらい小さくなって

水の中全体に広がっている。 

水 100ｇに食塩 20ｇを全て溶かし，しば

らくしてから，食塩水の上半分を取り出し

ました。  

残りの食塩水の重さは何ｇでしょうか。 

水の量を増やすと溶ける量が増えるだろうか。 

食塩はない 食塩はある 

重さはどうなるのか どのようにあるのか 

物が水に溶ける量には，限りがある。また，物によっ

て水に溶ける量が違う。 

溶け残りを更に溶かすにはどうすればいい

だろうか。 

水の量を増やすと物が溶ける量も増える。 

顕微鏡に
よる 
観察 

水の蒸発 

50mL   100mL   150mL 
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・ 水の量は変えない
ほうがいいね。 

・ 水の温度を上げて
も溶ける量がほとん
ど変わらないね。 

 
 
○ 水の温度を上げたときの物の溶け方を表したグラ
フから食塩やミョウバンの溶け方をまとめる。 

○ 既習事項を活用させるために，水の量を
変えたときの実験方法を参考に水温を変え
たときの実験計画を立てさせる。考察につ
いても，水の量を変えたときの手順を想起
させて考察させる。 

※ 技能①②（記録分析） 
※ 知識・理解①②（記述分析） 
※ 思考・表現①②（記述分析） 
○ 水温を一定に保つことができるようにす
るために，湯せんの仕方を説明する。 

○ 物の溶け方について理解を深めさせるた
めに，結果をグラフに整理させ，グラフを基
に水の温度を変化させたときの物の溶ける
量や析出する量を考えさせる。 

※ 技能②（記録分析） 
※ 思考・表現②（記述分析） 

第
３
次 

水
に
溶
け
た
物
を
取
り
出
す
（
６
時
間
） 

○ 温度を上げて溶かしたミョウバン水をそのままに
しておいたときの様子を見て，問題を見いだす。 

 
 
 
 
 
 

   実験直後       しばらく置いたもの 

○ ろ過の方法を知り，溶け残りをろ過して水溶液を
冷やす。 

ミョウバン水 食塩水 
 
 
 
             
 
 
 
 
○ 水の量や温度を変えたときの物の溶け方を表した
グラフから溶けていた物がとり出せる量が違う理由
を考える。 

○ ワークシートを読み取り，問題意識をもつ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 結晶づくりの準備をする。 

○ 温度が下がったことによってミョウバン

が析出したことに気付かせるために，実験

直後としばらく置いた水溶液の温度の違い

に気付かせる。 

※ 関心・意欲・態度①（発言・記述分析） 

○ 水溶液の温度が下がると溶けている物が

析出することを確かめるために，ろ過をさ

せて既に析出している物を取り除く。その

際，ろ過の技能の定着を図るために，交代で

全員に操作させる。 

※ 技能①（行動観察・記録分析） 

○ 温度を下げることによって食塩やミョウ

バンが析出した事実の理解を深めさせるた

めに，グラフと実験結果を基にまとめさせ

る。 

※ 知識・理解②（記述分析） 

※ 技能②（行動観察・記録分析） 

※ 思考・表現②（記述分析） 

○ 物の溶け方を表したグラフを読み取っ

て，物の溶ける量や析出する量を定量的に

捉えさせるために，グラフを読み取る活動

を行う。 

○ 学習問題を焦点化するために，食塩と

ミョウバンの結晶のつくり方の資料を読み

取らせ，水溶液の蒸発と温度変化が関係し

ていることに気付かせる。【視点１－ア】 

○ 問題解決への予想や仮説を立てることが

できるように，冷やしたり，蒸発させたりし

たときに溶けた物が析出した様子を想起さ

せる。 

※ 関心・意欲・態度①（発言・記述分析） 

○ 物の溶け方のきまりを活用して実験方法

の根拠を考えさせるために，食塩やミョウ

バンの溶解量の変化を表したグラフを基に

考えさせる。 

※ 思考・表現②（記述分析） 

※ 関心・意欲・態度②（発言・記述分析） 

○ より妥当な考えをもたせるために，グ

ループや全体で検討する時間を設定する。 

○ 物の溶け方についての規則性を意識させ

るために，グラフを基に水溶液の準備をさ

せる。 

○ 安全に実験をさせるために，熱湯の扱い

方を確認する。 

食塩もミョウバンも水を蒸発させることによっ
て取り出せる。ただし，食塩の溶ける量は，水の温
度を変えてもほとんど変わらないので，冷やして
もあまり取り出せない。一方，ミョウバンの溶ける
量は，水の温度によって大きく変化するので冷や
すことによって取り出せる。 
よって，ミョウバンの結晶をつくるにはミョウ

バン水を蒸発させるか温度を下げればよいが，食
塩の場合は食塩水を蒸発させた方がよいため，つ
くり方が違うのだ。 

 食塩の結晶は，水を蒸発
させれば溶け残りが結晶に
なることが分かる。 

 ミョウバンの結晶は，水
を蒸発させても温度を下げ
ても溶け残りが結晶にな
る。温度を下げた方が溶け
残りがたくさん出ることが
分かる。 

水の温度を上げると溶ける量が増えるだろうか。 

水の温度を上げると，とける量が増える物もあれ

ば，あまり変わらない物もある。 

 食塩とミョウバンで，結晶のつくり方が違

うのはなぜだろうか。 

 水溶液の温度を下げると，水に溶ける量が少なく

なるから，溶かしていた物が出てくる。 
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水の量ととける食塩の量との関係

（水の温度20℃）
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ア

冷やす 

 水溶液の温度を下げると，溶けた物を取り出すこ

とができるのだろうか。 
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水の量ととけるミョウバンの量との関係

（水の温度20℃）
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ウ

冷やしたり，蒸発させたりして溶けている
物を取り出した。 
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(2) 授業の実際と考察 

ア 第１次 物が水に溶けるとき（１～５／17） 

過程 主な学習活動 教師の働き掛けと児童の様子 

  【視点２－ア】比較，関係付けの対象と観点を明確にさせる工夫 

水の中に入れて見えなくなった食塩がどのようになっているのか，予想や仮説を図に表現させる

ことで，互いの考えを比較させ，どのような方法で検証するか話し合わせた。 

食塩が溶ける様子を観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【自然事象との関わりから問題を見いだす場面】 
ペットボトルをつないだ容器に水を入れ，食塩の

溶ける様子を観察させたり，食塩の粒に水を数滴落
としたときの食塩の溶ける様子を観察させたりし
た。 

S1 わあ，なくなっていく。 
S2 食塩が，だんだん小さくなっていく。 
S3 食塩がだんだん透明になって，消えていった。 
Ｔ 消えたということは，食塩はなくなったのかな。 
S4 見えないだけで下にあると思います。 
 

【解決への見通しをもたせる場面】 
S5 アルコールランプで熱して蒸発させればいいと
思います。 

S6 何でそれで分かるの。 
Ｔ 水を蒸発させるとどうなりますか。 
S7 水蒸気になります。 
S8 あっ，食塩があったら残る。 
S6 ああ，なるほど。 
Ｔ それでは，ビーカーの下の水を取って蒸発させ
ればいいですね。 

S9 下だけではなくて，上や真ん中の水を蒸発させ
れば（食塩がどこにあるのか）確かめられると思
います。 

【視点１－イ】理解の確認，定着を図る学習活動の設定 

物が水に溶けても水と物とを合わせた重さは変わらないことや水に溶けた物は全体に広がってい

ることについて，理解できているか確認する問題に取り組ませた。  

  

 

 食塩水の様子を図に表現させ，計算させることで，
水溶液の均一性や溶解前後の重さが変わらないこと
についての理解を
確認した。表現す
ることが難しい児
童には，ノートを
見返すことで学習
したことを確認さ
せた。 

                                                                                                                                                                                                                             

〈考察〉 

      予想を図に表現させることで比較する対象と観点が明確になり，観察，実験の計画を立て

ることができた。  

      理解の確認，定着を図る問題に取り組ませたことで，児童の理解している様子が把握でき

た。水溶液の均一性についての理解が十分でなかったことから，ノート記録を基にこれまで

の学習を振り返らせたり，互いに確認させたりすることで学習したことの定着を図った。ま

た，振り返りカードの記入内容から，新たに分かったことで溶解後も重さが変わらないこと

を挙げる児童が多く見られたことから，重さの保存性について新たに理解したことが分かっ

た。 

溶けた食塩は，目に見えないくらい小さ
くなって水の中全体に広がっている。 

水の蒸発 

顕微鏡に
よる 
観察 

どこを観察しても
食塩の粒が見えな
かったのは，とても小
さくなったからだ。 

どこを蒸発させて
も同じ量の食塩が出
てきたから，全体に広
がっているのだ。 

溶かす前後で重さ
は変わらないから，食
塩は水の中にあると
思うよ。 

つ
か
む 

見
通
す 

吟
味
す
る 

ま
と
め
る 

生
か
す 

調
べ
る 

溶けた食塩は，水の中のどこに，どのよう
にして存在するのだろうか。 

全体に 上下 下に 

溶けた食塩は，なくなったのかな。 

写真 13 水に食塩が溶ける様子の観察 

水溶液の中で食塩がどのように
なっているのか，図に表して考え
ましょう。 

問題 
水 100ｇに食塩 20ｇを溶かし，上半分を取

り出しました。残りの食塩水の重さは何ｇで
しょうか。 

 

写真 14 児童の表現例 

重さの 
測定 
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イ 第２次 物が水に溶ける量（10～11／17） 

過程 主な学習活動 教師の働き掛けと児童の様子 

  【視点１－イ】理解の確認，定着を図る学習活動の設定 

前時に学習したことを生かして，水の量と溶ける量の限度を関係付けて捉えさせるために，定員のあ

る乗り物（カヌー）に置き換えて考えさせた。そして，互いに説明し合う場を設定した。 

溶け残りを更に溶かすには，どうす
ればいいだろうか。 

  

【実験結果から考察する場面】 

実験結果を

整理したり,考

えたことを整

理したりする

ために,班の実

験結果や考え

を ま と め る

ボードを用意

した。 

 
 
【自分の考えを相手に伝える場面】 

S1 カヌーには，８人乗れます。ビーカー（の水の

量）を２倍にしたら，

カヌーの定員も２倍

になるから 16 人乗れ

ます。 

S2 席が増えれば，入る

（乗れる）人数も増え

るってことだね。 

 

【視点２－イ】自己の高まりや改善点への気付きの促進 

振り返りカードには，物の溶け方について新たに分かったことを記入させることで，自己の変容や

高まりの気付きを促した。                                                                                                                                                                                                                             

 

〈考察〉 

      児童が宿泊学習で乗船したカヌーに置き換えて考えさせることで，水の量が増えると物が

溶ける限度量も増えることを捉える児童の姿が見られた。なお，今回は，水の温度を変えた

ときに物が溶ける限度量が変わることについて置き換えて考えさせることは児童にとって

難しいと考え，扱わなかったが，このことについては更に検討していきたい。 

      また，振り返りカードの解決方法の記入については，水の量や温度といった条件を変えて

調べることを記述していたが，調べる条件以外は揃えることまでを意識させるために，板書

の工夫が必要だと考える。 

つ
か
む 

見
通
す 

吟
味
す
る 

ま
と
め
る 

生
か
す 

調
べ
る 

水の量を増やすと，物が水に溶ける量は

増えるだろうか。 

水の量を増やすと，物が水に溶ける量も

増える。 

カヌーの定員が決まっていることと食塩
の溶ける量が決まっていることは似ている
ね。物が溶ける量には限りがあるんだね。 

物が溶ける量に限りがあることを
カヌーに乗っている人に例えて考えよう

物が水に溶
ける量には，
限りがある。

水に溶けた物

ビーカーの
水の量

乗っている人
カヌーの席の
合計

カヌーは，席が決まっている。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

振
り
返
る 

写真 17 溶ける限度量を例えた児童の表現 

写真 16 友達に説明する様子 

水の量以外
の温度やすり
切り１杯の溶
かす量は，そ
ろえないとい
けないね。 

飽和の概念の確実な理解，定着を図りたい。

科学的な関わりを通して物の溶け方の規則性を捉える活動

【視点１－イ】理解の確認，定着を図る学習活動

○ 物が水に溶ける量には，限度がある。
○ 水の量を増やすと，物が水に溶ける量も増える。

p.23

写真 15 実験結果を整理するボード 

50mL 100mL 150mL 
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ウ 第３次 水に溶けた物を取り出す（16～17／17） 

過程 主な学習活動 教師の働き掛けと児童の様子 

  【視点１－ア】目的を明確にした学習活動の設定 

食塩とミョウバンの結晶のつくり方がなぜ違うのか，学習してきたことを生かして，説明させる

活動を設定した。その際，グラフを用いて説明させるようにした。 

 食塩やミョウバンの結晶をつくろう。 

 

 

 

 

 

 

 グラフを読み取り，どのグラフを使えば説

明できるか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結晶のつくり方のワークシートやグラフを

基に，結晶づくりの計画を立て，実験する。 

【グラフについて確認する場面】 

どのグラフとどのグラフを比較すれば，どんなこ

とが言えるのかを明確にして説明させた。 

Ｔ このグラフは何について表していますか。 

S1 水の温度を変えたときの溶けるミョウバンの

量を表しています。 

Ｔ このグラフからどのようなことが分かりますか。 

S2 水温を上げると溶ける量が増えます。 

【視点２－イ】自己の高まりや改善点への気付きの促進 

振り返りカードには，物の溶け方について新たに分かったことを記入させることで，自己の変容や

高まりの気付きを促した。                                                                                                                                                                                                                             

 

〈考察〉 

      食塩とミョウバンの結晶のつくり方の違いを説明させる際，水の量や温度，物によって溶

け方が違うことを確認させた。さらに，何を示したグラフなのか児童に問い掛け，その内容

を確認することでグラフを活用して説明する児童の姿が見られたが，説明することが困難な

児童も少なくはなかった。この課題を解決するために，例えば，食塩であれば温度を変えて

も溶ける量が変わらないという既習内容についても問い掛けたり，板書やパワーポイントに

提示したりすることで，考えるための根拠を把握させてから説明する活動に取り組ませたい。 

 

写真19 グラフから溶かす量を読み取る様子 
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 食塩やミョウバンで結晶のつくり方が違う
のは，なぜだろうか。 

【食塩】 
水溶液をゆっく

りと蒸発させる。 

【ミョウバン】 
水溶液をゆっ

くりと冷やす。 

食塩もミョウバンも水を蒸発させること
によって取り出せる。ただし，食塩の溶ける
量は，水の温度を変えてもほとんど変わら
ないので，冷やしてもあまり取り出せない。
一方，ミョウバンの溶ける量は，水の温度に
よって大きく変化するので冷やすことに
よって取り出せる。 
よって，ミョウバンの結晶をつくるには

ミョウバン水を蒸発させるか温度を下げれ
ばよいが，食塩の場合は食塩水を蒸発させ
た方がよいため，つくり方が違うのだ。 

食塩とミョウバンでは，溶け方に
ついての性質が異なることに気を付
けないといけないね。 

写真18 グラフを根拠にした説明 

グラフを根拠にした説明

どのグラフとどのグラフを比較すれば，どんなことが言えるのか。
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(3) 成果と課題 

授業後の児童の感想から，物が溶け

るという現象について学習したこと

で，生活の中で見られる自然の事物・現

象への関心を高めている様子がうかが

えた。また，問題解決を通して見いだし

た新たな問題を自ら解決しようとする

様子も見られた（図 15）。 

 

成 

果 

○ 自然の事物・現象に親しみながら問題を見いだす際，対象や観点を明確にすることで

児童がもつ問題が焦点化され，それを基に予想や仮説を検証するための計画を立てる姿

が見られた。 

○ 理解の確認，定着を図る学習活動を設定することで，児童の理解状況を把握すること

ができ，必要に応じて補充指導を行うことができた。 

○ 振り返りカードを活用したことで児童の理解状況を把握し，それ以降の学習指導の計

画を修正することができた。 

課 

題 

○ 目的意識をもたせる学習活動を設定する際に児童の実態を考慮する場合，グラフの読

み取りのように児童の理解状況を確認した上で必要な情報を提示するといった，実態に

応じた事前の学習を重視する必要がある。 

○ 振り返りカードに記入させることで，学習したことを確認させることができたが，問

題解決の方法について具体的な記入とならなかった。そのため，単元最後の変容につい

ての記入が「予想を考えるようになった。」，「考えを書けるようなった。」などの記

述が多かった。今後は，「調べる条件だけを変えてそれ以外の条件は揃える」など具体

的な解決方法を意識させるために，板書の工夫や教師の問い掛けを工夫していきたい。 

 

図 15 授業後の感想 

 

 

図14 第３次で用いたワークシート 

食塩の結晶のつくり方

熱したビーカーは，とても
熱くなります。手で触らない
ようにしましょう。

① ビーカーに水を入れ，食塩
を溶けるだけ溶かして水溶液
をつくる。

② 水溶液を熱し，水を少しだけ
蒸発させ，ビーカーの周りに食
塩の粒が出たら火を消す。

③ ひもに付けたモールか，小さ
な結晶の粒を②の水溶液に入れ
る。

④ 水溶液の水をゆっくりと蒸発
させる。

※ 食塩水が少なくなってきたら，
溶けるだけ溶かした食塩の水溶
液をつぎたす。

A B C

① 湯に溶け残りが出るまで，
ミョウバンを溶かして水溶
液をつくる。

② 水溶液に糸をたらし，自然に冷ま
す。しばらくすると糸にミョウバン
の粒ができるので，形のよい物を１
粒残す。

③ ミョウバンの水溶液をもう一度温
め，底にたまった物を全て溶かした
ら，60℃より低くなるまで冷ます。

④ 冷ました水溶液の中に，②の糸に
付いたつぶをたらす。

⑤ 湯を入れた発砲ポリスチレンの入
れ物に入れて，ゆっくりと冷やす。

※ 結晶を大きくするときは，つる
した結晶を取り出してから，
③～⑤を繰り返す。

ミョウバンの結晶のつくり方

理由

グラフ

理由

グラフ
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６ 児童の変容と考察 

   （質問紙による意識調査 平成28年12月実施 対象：本校第５学年37人） 

「理科で学習したことを普段の生活の中で使

えないか考えることがある。」という項目に対し

て，授業後に「あてはまる」，「どちらかといえば

あてはまる」と回答した児童の割合が12ポイント

増加した(図16)。これは，児童にとって身近な生

活場面を取り上げた学習活動を設定したためだ

と考える。一方，「あてはまらない」と回答した児

童が2.8ポイント増加した（図16）。これは，習得

した知識・技能を活用することに難しさを感じる

児童への教師の働き掛けが十分でなかったため

だと考える。今後は，補充指導の在り方を改善し

ていきたい。 

「予想を立てるときは，これまでの経験や学習

から理由を考えるようにしている。」という項目

に対して，授業後に「あてはまる」，「どちらかと

いえばあてはまる」と回答した児童の割合が12.4

ポイント増加した(図17)。これは，児童にとって

目的を明確にした学習活動を設定したり，生活と

の関わりに気付かせるような事象提示の工夫を

したりしたことで自然の事物・現象との関わりを

通して，問題を見いだし，予想を立てることがで

きたためだと考える。 

「自分の予想を基に観察や実験の計画を立て

ている。」という項目に対して，授業後に「あては

まる」，「どちらかといえばあてはまる」と回答し

た児童の割合が９ポイント増加した(図18)。これ

は，互いの予想を比較することで問題意識が焦点

化し，観察，実験の計画を具体的に立てることが

できたためだと考える。一方，「あてはまらない」

と回答した児童の割合が5.4ポイント増加した

(図18)。これは，互いの予想を吟味し，相違点を

明らかにする際に，自分の考えの根拠が明確に

なっていなかったためだと考える。そこで，吟味

する時間を確保するとともに，考えの根拠をもた

せる必要がある。 

「観察や実験の結果から，どのようなことが分

かったのか考えている。」という項目に対して，授

業後に「あてはまる」，「どちらかといえばあては

まる」と回答した児童の割合が７ポイント増加し

た(図19)。これは，比較の対象と観点を明確にさ

せたことで見通しが具体的なものとなり，観察，

図 18 自分の予想を基に観察や実験の計画を立てている。 

66.7 

75.7 

図 19 観察や実験の結果から，どのようなことが分

かったのか考えている。 

79.5 

86.5 

図 16 理科で学習したことを普段の生活の中で使えな

いか考えることがある。 

71.8 

83.8 

図 17 予想を立てるときは，これまでの経験や学習

から理由を考えるようにしている。 

79.5 

91.9 
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実験の結果を踏まえて自らの予想や仮説を見直し

たり，友達と考えを吟味し合ったりすることがで

きるようになりつつあるためだと考える。 

「理科の授業で自分の考えをまわりの人に説

明している。」という項目に対して, 授業後に「あ

てはまる」，「どちらかといえばあてはまる」と回

答した児童の割合が7.7ポイント増加したが，そ

の割合は全体の約半分にとどまった(図20)。これ

は，自分の考えを説明する際，考えをまとめた

ノートを見せ合うだけになっていたことや考え

を相手に表現する方法を十分に身に付けさせる

ことができていなかったことが原因の一つであ

ると考えられる。今後，自分の考えを説明する際，

教師がモデルを示したり，互いに説明し合う機会

を増やしたりしていきたい。 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果 

  (1) 目的を明確にした学習活動を設定したことで，学習したことを生かして問題を解決しようとす

る児童の姿が見られた。 

(2)  理解の確認，定着を図る学習活動を設定したことで，児童の理解状況を把握することができた。 

(3) 児童一人一人に自らの考えを図や文章で表現させた上で互いに議論させたことや，「なぜ，そ

う思ったのか。」，「何と何を比べればよいのか。」などと問い掛けたことで自らの考えの根拠

を明確にさせたことは，問題解決への見通しをもって観察，実験に取り組ませる上で有効であっ

た。 

  (4) 振り返りカードを活用したことで，自己の知識・技能の高まりや問題を解決するために有効な

方法を意識させることができた。 

２ 今後の課題 

  (1) 目的を明確にした学習活動を設定する際には，教材の特性や児童の実態，地域の実態を十分に

考慮する必要がある。そこで，これらの特性や実態を単元のねらいに応じて重点化して学習活動

を設定する必要がある。 

(2) 理解の確認，定着を図るための学習活動を設定した際に，理解が十分でない児童に対する補充

指導に時間を要する場合があった。そこで，指導計画を作成する際には，児童のつまずきの傾向

を事前の実態調査や過去の学力調査等から把握し，活動の重点化を図る必要がある。また，コン

ピュータ等を効果的に活用し，効率よく説明するなどの工夫も必要である。 

   (3)  振り返りカードについては，「もっとこうすればよかった。」，「次は，このように改善した

い。」といった改善の方向性について記入する欄を設けることによって，自ら自覚した修正点を

次の学習に生かすことができるように促す必要がある。 

 

図 20 理科の授業で自分の考えをまわりの人に説明し

ている。 

43.6 

51.3 
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【研究の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当所員の所見】 

 本研究は，自然との関わりを自ら広げる児童を育成するため

に，児童が学びを生かし，実感することのできる理科学習指導

の在り方について研究したものである。 

 具体的には，「学びを生かし，実感する」学習活動を設定し，

見通し，振り返りの充実を図った。特に，「目的を明確にした

学習活動」，「理解の確認，定着を図る学習活動」を設定した

ことで，児童に目的意識をもたせたり，児童の理解状況を把握

し，指導に生かしたりすることができた。また，見通しをもた

せるために比較，関係付けの対象と観点を明確にすることや自

己の高まりや改善点への気付きを促すための振り返りカード

を活用することによって，問題解決への見通しをもたせるとと

もに，自己の知識・技能の高まりや解決方法を意識させること

ができた。 

 その結果，生活の中で見られる自然の事物・現象への関心を

高める児童の姿や問題解決を通して見いだした新たな問題を

自ら解決しようとする児童の姿が見られた。 

 理科の目標では，「自然の事物・現象についての実感を伴っ

た理解」を図ることが示されている。このことについて，『小

学校学習指導要領解説理科編』では，具体的な体験を通して形

づくられる理解，主体的な問題解決を通して得られる理解，実

際の自然や生活との関係への認識を含む理解の三つの側面か

ら指導を充実させることを求めている。 

このような考え方を踏まえて行われた本研究は，児童が自然

の事物・現象に親しむ中で自ら問題を見いだし，その解決に取

り組む中で科学的な方法や手続きを身に付けるとともに，学習

内容と実社会や実生活とのつながりを実感しながら理解を深

めることを目指したものである。特に，目的とする活動を導入

段階で児童に意識させることで学習の必然性を感じさせたり，

基礎的・基本的な知識・技能の活用を促す学習活動を設定する

ことでその定着を図ったりする試みや，自らの知識の変容や効

果的な解決方法についての自覚を促す振り返りカードの工夫

は，児童の問題解決に対する主体性を高める上で効果的である

と考える。 

今後もより多くの単元で実践，検証を行い，研究の深化を図

ることを期待したい。 


